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原子炉建屋を覆う大型カバーを先行設置し，大型カバー内のガレキ撤去用天井
クレーンや解体重機を用いて，ガレキ撤去を実施する。

その後，オペレーティングフロアの除染・遮蔽を実施し，燃料取扱設備(燃料取
扱機，クレーン）を設置した上で，使用済燃料プールから燃料取り出しを実施
する。

大型カバーの概要
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大型カバーとR/Bの接合部となるベースプレートを設置するため，R/B壁面にア
ンカー削孔を行う。その際，アンカー削孔装置とIC配管（非常用復水器２次側
配管）が干渉するため，事前に切断・撤去を行う。

大型カバーの施工
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アンカー削孔装置の遮蔽イメージ

アンカー削孔装置 ベースプレート設置架台

仮設構台

現場状況（北西）

（撮影：2022年8月22日）
ベースプレート設置状況（西面）
（撮影：2022年7月27日）
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アンカー削孔機
・フレーム内で上下・左右に可動

アンカー削孔装置



IC配管の遠隔切断装置
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遠隔切断装置（以下，切断装置）を大型クレーンにより吊り上げ，IC配管を把
持した上で，ワイヤーソーで切断する。

切断装置はIC配管を把持するクランプと,配管を切断するワイヤーソーから構成
される

切断装置 切断装置 吊り上げ状況写真（モックアップ時）

IC配管
把持用のクランプ

ワイヤーソープーリーの上下により配管を切断

ワイヤーソー



IC配管の切断順序（全体）
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②

クランプでIC配管を把持する

③
ワイヤーソーを用いて,まず下半分,次いで上半分を切断

する

①
切断装置を用いて,マグネット治具でさや管とIC配管を固定する。（固定後，切断装置を一旦地上に下す）

さや管

IC配管

鋼棒部

マグネット治具

マグネット治具

さや管
IC配管

マグネット部

マグネット治具

ワイヤーソー

マグネット治具をさや管・IC配管に固定
後，切断装置を水平に動かし抜く



IC配管の切断順序（切断）
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下→上の順番で切断

配管の下部を切断

一度把持を外し,ワイヤーを上側に移
動後,再度把持して切断する

上下切断面の位置合わせ

上から下向きに切断する際は，切断
線を合わすため，切断装置を斜めに
して，切断する

下から上向きに切断

上から下向きに切断

IC配管

IC配管

切断IC配管



R/B西面外壁 雰囲気線量
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IC配管近傍の雰囲気線量率は周辺の値と比較して特段高い値ではなく、事故時
に放射性物質の放出経路となったとは考えにくい。

R/B西面外壁 雰囲気線量（mSv/h）
（2021年7月，8月測定 外壁から２ｍ外位置）

IC配管



スケジュール
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IC配管の切断を9月下旬以降に実施予定。

▼IC配管切断・撤去



イソ

さ

（参考）IC配管の外形
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610mm約800mm

切断予定位置

IC配管

さや管

670mm

70mm

建屋内 建屋外建屋外壁


